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一
強
絞
め
充
災
が
き
け
ば
れ
て
久
し
い
魂
夜
、

柿
吹
い
窓
臨
時
の
一
総
社
だ
け
で
な
く
、
生
活
環
境

の
慾
俄
も
様
相
似
充
実
の
一
つ
で
す
。

人
と
人
と
が
似
合
い
、
絞
れ
A
n
う
携
で
あ

っ
た
逃
が
、
中
専
に
占
領
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し

た。
事
後
先
か
ら
人
間
優
先
へ
と
考
え
を
変
え

た
降
、
私
達
め
生
活
に
と
っ
て
、
送
制
時
は
ど

う
あ
る
べ
き
か
考
え
な
け
れ
ば
な
ワ
ま
せ
ん
。

今
回
開
は
、
我
係
予
の
道
路
状
況
に
つ
い
て

考
え
て
み
ま
し
た
。

自
動
備
や
め
ス
ム
ー
ズ
な
流
れ
と
人
閉
め
俊

治
mw
共
存
が

J
緩
め
問
問
慾
で
寸
。
市
民
生
活

の
向
上
の
た
め
、
お
は
、
機
能
的
な
滋
即
時
祝

勝
盤
と
掛
糊
掛
渡
市
ゅ
の
向
上
を
口
M
ぢ
し
て
い
ま
す
。
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枚
持
晴
子
市
は
、
同
議
8
号
線

と
回
出
滋
3
5
4
琴
線
(
溺
稔
成

問
問
後
遂
)
と
発
送
州
制
協
同
・
我
時
期

子
組
怖
が
主
要
会
路
線
で
す
。

特
に
、
同
国
道
3
5
6
u
u
、
我

m
m
?
す
か
ら
成
憶
に
向
問
う
唯
…
的

幹
線
滋
路
で
あ
号
、
成
削
開
方
緩

か
ら
古
車
家
へ
、
殺
孫
子
か
ら
成

閃
ガ
商
問
へ
の
単
は
、
ほ
と
ん
ど

こ
な
塊
路
を
後
開
閉
し
ま
す
ひ

こ
の
滋
絡
は
、
市
郎
閥
均
を
通

滋
し
て
い
る
た
め
、
中
市
民
ゅ
ん
山
出

に
ま
っ
て
危
険
な
状
態
で
す
。

お
は
、
こ
の
滋
岡
崎
を
ぬ
時
孫
子

市
際
的
鼻
持
巾
俊
先
滋
践
に
し
よ

う
と
考
え
て
い
ま
す
a

こ
の
議
時
刊
を
市
民
的
滋
終
と

す
る
た
め
に
、
バ
イ
パ
ス
と
し

て
、
郷
市
計
千
搬
送
路
3
・
5
-

叩
日
号
線
(
桜
一
戸
務
部
・
翁
依
下

描
怖
)
と
布
役
か
ら
青
山
に
通
じ

る
税
制
悦
況
の
問
従
州
開
設
の
滋
践
を

抗
駅
備
し
よ
う
と
考
え
て
い
ま
す
a

こ
の
計
徽
安
一
日
も
い
〈
実

現
す
る
た
め
に
、
潟
地
問
問
収
を

汲
め
て
い
ま
す
。

潟
市
内
を
通
過
す
る
ご
げ
の
車

は
、
予
知
町
沼
ぞ
い
の
道
路
と
列

側
協
同
川
堤
防
め
道
路
世
議
過
さ
せ

現
絞
め
成
m
期
総
選
は
、
中
市
民
金

活
町
一
鳴
に

L
tう
と
計
測
し
て

い
ま
す
。

ま
た

E
丹
1
行
か
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市
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2
x

柏
崎
が
火
削
長
平
漁
料
H
H
お
け
い
い
な
リ

然
治
山
岡
氏
が
.
叫
ほ
と
逃
λ
ま
し

た
E

道
路
の
昨
日
婿
は
、
市
制
民
生
活

拘
基
盤
で
あ
り
、
ゑ
}
一
情
的
A
W
瑚
品

化
、
近
代
化
に
も
つ
な
が
っ
て

い
き
ま
す
e

滋
開
時
閣
制
の
綾
織
と
抽
制
時
担
率
的

拡
大
は
、
致
活
捕
時
陥
視
の
肺
結
撒
閣
と

い
う
大
き
な
意
味
め
…
際
社
内
充

実
と
も
時
控
え
る
で
し
ょ
う
。

こ
の
よ
う
を
考
え
か
ら
、
選

路
線
円
整
備
と
し
て
‘
い
く
つ

か
的
都
市
計
測
惑
絡
を
淡
定
し

て
い
ま
す
。
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背
3
・
5
，

ω札
ワ
線
へ
術
革
我
孫

子
・
柴
縮
問
蜘
時
)
師
幅
時
民
刊
M
踊
曹
延

長
1
0
5
a
m

常
3
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s
m
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抽
特
へ
糊
開
策
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後
間
国
線
〉
総
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s
・
5
m
・
柾
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筏警当豆丞奴五ー:

報捺子都市計臨議室路

市
街
地
の
道
路
舗
装
率
一

O
O
%
に

品
特
別
郁
子
内
市
道
総
紙
一
長
は
、
衛
い
わ
け
で
す

0

4
5
5
隔
で
す
。
へ
水
市
民
津
術
的
市
中
操
縦
装
車
・

昭
和
川
崎
年
3
n
幻
自
滋
在
、
内
同
、
鳩
山
刊
日
目
年
昨
同
市
本
に
、
山
品
M背

中
市
街
化
区
燃
で
は
、
前
進
経
一
段
で
宇
J

2
8
4
1
師
、
総
談
延
長
1
4
1
こ
の
よ
う
に
市
民
生
数
に
と

い

m
p
、
縦
訓
京
市
中
ね
・
5
%
に
な
っ
て
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
選

っ

て

い

ま

す
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絡

は

、

法

相

市

況

に

媛

繍

さ

れ

て

い

ふ
巾
俗
化
網
開
特
川
町
民
地
地
で
は
.
市
ま
す
。

山
崎
怒
長
1
S
I
同
・
桔
縦
波
服
地
表
事
で
は
雫
5
ヵ
年
計
十
倒
的
自

明
付
加
で
、
州
問
品
買
事
件
同
、
日
開
6
2
絞
と
し
て
、
+
市
街
化
笹
山
地
内
市

%
に
な
っ
と
お
り
、
会
体
と
し
道
絞
殺
事
を
1
8
0
%
に

L
、

て
は
、
総
談
率
W
M
2
8
%
で
す
。
そ
れ
に
と
も
令
つ
ず
に
、
鈴
本
総

議
談
市
中
m
M
・
8
M
m
を
見
る
と
柿
臨
む
柿
濯
機
し
て
い
ニ
%
?
と
考
え

決
し
て
高
い
数
字
と
は
慾
え
ま
て
い
ま
す
。

せ
ん
が
、
こ
れ
は
、
公
閲
上
選
時
締
結
慣
き
れ
て
な
い
叫
葉
山
崎
弘
、

開
刊
と
し
て
刊
記
入
き
れ
て
い
る
も
船
出
の
昌
じ
は
、
水
た
ま
り
が
で

の
む
訟
ま
れ
て
お
り
、
災
際
道
路
き
、
ド
ロ
ド
り
に
な
っ
て
し
ま

と
し
て
、
後
用
不
可
能
な
も
の
ま
い
ま
す
。
ま
た

h

墜
に
な
る
と

で
、
加
え
ら
れ
て
い
る
た
め
で
す
。
ほ
こ
ワ
が
た
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

災
僚
の
籍
後
率
は
‘
も
っ
と
砂
利
を
数
い
た
道
路
は
、
多

行
省
に
と
っ
て
も
危
険
で
す
飽

こ
の
よ
う
な
こ
と
を
紡
ぐ
た

め
に
、
今
年
も
、
天
王
台
、
土

移
潟
、
叫
料
水
同
開
港
、
部
相
本
総
務

総
‘
命
佐
総
務
な
ど
を
重
点
に
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避しるべ
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一
成
協
の
拙
畑
地
獄
化
を
淡
め
て
h
m
r
ま

し
た
。ま

た
、
税
滋
で
、
生
議
必
需
官

官
拠
開
聞
は
、
寄
付
申
織
が
あ
れ
ば

市
議
と
し
て
、
輔
副
装
‘
邸
百
淫
し

て
い
く
方
針
で
す
。

中
市
は
、
こ
れ
か
ら
は
、
終
総

選
絡
だ
け
で
な
〈
、
議
遂
も
拙
糊

枇
択
し
、
幾
遂
の
綴
俄
も
す
す
め

て
い
き
ま
す
@

日常生活の広報は37 



(2) 

せ

市
役
所
の
…
比
一
頭
玄
関
を
人
コ
て
す
ぐ
の
所
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の
細
部
は
、
各
経
遊
間
切
卦
献
の
交
付
や
住
民

》ゐ幸

弘雄

「 市 民 課 の

て
い
ま
す
。

畿
の
登
録
な
ど
広
範
開
閉
じ
わ
た
る
佼
彩
を
し

か
、
紹
介
す
る

こ
こ
で
、
ど
の
よ
う
な
仕
事
を
し
て
い
る
の

と
に
し
ま
す
。
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こ
の
同
聞
は
火
山
刷
す
る
と
一
一
戸
終

務
総
、
住
民
議
中
小
漁
師
帆
態
調
世
・

庶
務
的

3
つ
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

一
一
戸
祭
整
課
は
蹴
間
話
ん
か
ら
お

さ
れ
る
各
鐙
M
届
出
惑
へ
検
制
州
・

出
同
生
・
死
十
一
・
耕
地
総
・
転
肱
糟
・

分
蜘
欄
愉
守
」
を
受
壊
し
て
我
孫
子

に
本
舗
緒
的
あ
る
方
的
場
合
は
、

そ
れ
を
タ
イ
プ
し
双
災
企
書
類

に
総
上
げ
る
卒
、
又
稔
孫
子
に

本
籍
を
向
車
い
て
い
な
い
方
の
騒

出
勢
拡
叩
長
、
そ
の
ち
の
本
総
地

へ
送
付
す
る
務
脅
し
ま
す
e

ぬ
同
叩
子
在
仲
民
的
外
的
樹
人
的
存

の
外
人
波
料
開
の
子
縁
き
を
後
品
川

に
、
地
討
さ
ん
が
鳥
取
も
制
作
用
す
る
機
会
の
多
い

民
生
獄
中

m民
諜
が
あ
り
ま
す
。

係
は
受
付
係
と
仙
波
滋
係
に
分
か
れ
て
い
ま

す
'
cよ

り
ふ
取
記
入
諜
に
綴

L
ん
で
い
た
ど
く
た
め
、

峰
品
川
口
係
法
窓
口
・
後
一
浴
郵

送
の

3
つ
的
役
割
が
あ
り
ま
す

9

V
縁
日

我
時
矧
?
?
市
に
転
入
や
絞
泌
を

し
た
時
吋
・
転
機
し
た
件
付
、
捻
所

変
絞
め
手
作
成
き
を
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

ニ
抗
ち
の
手
同
就
き
や
旬
、
す
べ

て
受
ゆ
り
も
っ
係
で
す
台

住
民
票
、

μ
総
惟
す
の
夜
間
町
議

を
作
成
し
交
付
む
し
ま
す
自

さ
ら
に
、
関
災
縫
康
保
持
問
、

間
関
叫
八
年
金
的
資
持
問
機
失
約
千
絞

き
、
印
跡
地
尚
昆
然
、
改
山
則
的
ヂ
川
町

き
、
証
明
会
的
交
付
‘
汚
物
波

紋
山
中
臨
日
終
的
受
付
、
録
制
削
率
的

協
昨
吋
遂
行

t
線
数
後
付
闘
い
松
本

〈

1
2
5
C
C
以
下
約
バ
イ
ク
〉

及
び
小
波
枕
付
録
自
動
事
〈
ト
ラ

ク
タ
ー
等
)
的
機
地
械
の
交
付
と

日
開
収
、
修
子
子
組
恨
の
交
付
、
パ

組
問
に
間
関
係
す
る
お
生
・
四
品
℃
山
部
ザ

中
市
闘
は
め
惨
さ
ん
の
身
分
仁
係
わ

る
一
豪
雨
前
な
総
出
も
こ
の
窓
口
で

ふ
守
。

ニ
丹
後
、
義
子
日
印
刷
削
.
紙
対
側
刷
、

転
籍
、
認
知
、
分
裕
、
入
一
輪
、

蹴
融
緩
裕
一
的

F
続
き
も
し
ま
す
ι

又
、
子
持
山
が
生
ま
れ
、
縦
糸

抑
制
を
中
市
ロ
氏
課
の
受
付
係
に
嵐
山
山

を
す
る
と
、
市
は
山
関
串
閥
抗
金
を

支
給
し
ま
す
a

た
だ
し
、
子
供
が
出
生
し
た

叫
吋
宅
統
制
知
子
の
伎
邸
内
ぜ
あ
る
こ

と
が
条
鈴
で
す
む
も
し
図
国
民
幾

康
仰
開
税
制
に
加
入
さ
れ
て
い
る
方

は
‘
あ
わ
せ
て
納
庫
設
も
交
給

さ
れ
ま
す
a

ぽ
十
一
さ
れ
た
坊
は
宅
ふ
巾
へ
総

出
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
火
線

場
、
立
び
零
Mm事
山
間
織
の
許
可

一
試
金
州
国
民
絞
殺
保
仲
間
に
加
入
し

と
い
る
い
々
は
鋒
僚
組
H
L交
付
き

れ
ま
す
。

V
冊
培
送

機叫恥
fa
一
滋
照
明
替
〈
伎
は
代
田
焔
梓
寸
)

を
取
り
に
〈
る
内
仁
、
市
役
緩

か
ら
泣
い
引
所
に
仲
間
ん
で
い
る
方

は
大
変
な
こ
と
で
す
。

こ
の
千
闘
を
少
し
で
も
は
よ

〈
為
、
各
支
一
昨
と
議
務
所
(
特
科

孫
子
駅
ヂ
六
五
点
即
机
)
的
核
抑
ザ

リ
キ
議
を
利
用
し

r、
わ
ざ
わ

ざ
市
役
所
ま
で
足
を
漆
ば
な
く

て
も
は
削
む
よ
う
に
な
ヲ
て
い
ま

すの軍
郵
送

品
吋
廷
潤
査
主
ど
喰
制
開
法
で
依

閉
山
さ
れ
た
降
、
潟
査
し
て
総
激

す
る
係
で
す
。

φや司令今φ今や今ψφそわ今今ゆ令φ吟‘や令今令今ぞ1、+や令守令φ今、今令み
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3t欄例〉

お来は千葉県知事登鋸の

お底で買いましょう

代理主人選後患

"書緩されf::.4雪〉
健所

災"
生年n終

け
る
め
も
、
こ
の
係
に
な
り
ま

す事
俊
民
線
一
本
台
綾
封
語
調
鳴
の
佐
官
静

は
、
皆
さ
ん
の
仲
間
関
同
盟
粛
を
あ
ず

か
る
後
で
す
。

こ
れ
は
転
入
し
て
き
た
方
に

後
終
楽
を
作
成
し
、
転
出
し
た

場
合
は
そ
れ
を
徐
き
、
そ
の
後

他
へ
転
入
さ
れ
る
と
抽
出
京
区
町

村
か
ら
い
相
入
遜
知
を
受
け
、
徐

役
回
民
百
常
吾
作
品
作
業
へ
と
激
み

ま
す
のこ

向
山
捕
で
毎
潟
、
我
孫
子
治

的
数
融
市
数
、
人
口
絡
を
集
計
発

表
し
ま
す
。

孝之{仔子第渓殿

経
近
、
千
綿
織
間
階
州
知
事
柏
市
絞
め

4
M
U
州
出
納
以
外
的
お
防
相
で
、
お
米

を
v

取
交
し
て
い
る
の
が
段
、
つ
け

ら
れ
ま
す
。

お
米
は
料
品
鈴
鹿
N
M
M
沖
ぞ
附
脱
党

す
る
こ
と
は
総
め
ら
札
て
い
ま

せ
ん
。お

米
を
由
民
う
拙
吋
は
、
問
闘
が
um

繁
規
約
怖
を
係
絡
し
た
お
米
を
、

千
楽
祭
知
事
批
私
的
仰
の
貧
色
町
教

訓
叫
が
か
か
っ
て
い
る
お
市
闘
で
、

ど
う
ぞ
。

そ
れ
に
、
皆
さ
ん
の
ネ
紳
践
と

な
る
お
米
内
閣
総
総
当
を
、
お

米
国
撚
事
ん
へ
制
融
当
す
る
的
も
、

こ
の
係
的
絞
前
哨
と
を
ぬ
ソ
ま
す
。

総
務
は
、
誕
生
め
水
、
法
律

相
談
苛
人
権
機
綾
拍
相
談
絡
な
ど

外
に
お
る
事
的
多
い
仕
留
争
で
す
。

相吋年
Mwunと
3
月
に
同
体
、
そ

の
開
問
、
我
孫
子
市
に
在
使
中
に

食
ま
れ
た
赤
ち
ゃ
ん
に
、
す
く

す
く
と
一
…
高
筑
に
育
つ
よ
う
に
と

い
う
気
持
を
こ
め
て
、
常
出
木
を

プ
レ
ぜ
ン
ト
し
て
い
ま
す
。

法
律
相
知
談
、
人
後
擁
護
組
制
淡

は
終
月
行
な
っ
て
い
ま
今

φ

お

気
軽
に
櫛
州
制
緩
下
さ
い
⑤

各
機
開
鴇
出
向
、
相
談
惑
な
ど
が

ご
ざ
い
ま
し
た
ら
市
民
課
へ
ど

う
ぞ
。今年の10月 1践には， 会 騒 い っせいに箆勢

総盗が行なわれます。

題勢調査は.00内に徐んでいるすべての人

を対象とし 'C …人一人もれな〈言問後する完走

も主義本的な統計総資マケす。

話尚三甚災が訪問した際にはよろしくお機いい

たします。

昭韓日年

10丹 1日韓驚

38 



g 

るし蓄を@設 LO緒 的 傍 こ i設し 塁
。つ之スネた 魚介 アる食とにい護主
か toパ 1ちをしイス控えて・はめは宮
守潟イズ、麿まず タを L 大で体重
し勝ス在、野 織し アミ I骨よ室主主力主
た iこをか 楽 Iとよを ナ i襲う宮記録的 Z
Sを刺 う け にし うい を L 。をめ減量
~激まるたて o <つ、 f賓7行主主主
措を < 0 ワ語字 つけ主主 つも z 
を 与 使 .¥< i脅 かるを て':k害
毒えい 号 It 丈こ染 い食雪量喜
せ、‘ す に ごめ り るさ長護主 Z

タた丹主主ず oと照的重要。分り情。を
ミ事震でお仁義母 r虫し iこと草草寺幾後言語芝
ン蓮華はやま式李H告 で す す i主総分で且1 ~ 
c C) 君主つみ壌を 、るる一基金 3亙なtEま
内あくもるも 徽あ 。の詩 す 卒?い、毒
液 る 、t張。冬季会り終ででるいド見事者主
給も 主糸 のすつに少一。味り最重 t
もの 続 上 食 るた みし番 付‘病事
実家にが号 品。けそ滋栄 にふ 重
護軍 L:r:を と の 11塁手緩 しだま官
約て夫関 決 襲?をなを てんた事
にど しう め 型軽 fljも必 1茎よ l立芸

がとにす議 がる I換を議立をけき

三重ttj守主 ?Z瓦主至2毒空白寝床で
31t i j t翌3てごてZJよ慢 できる

勺?12;王室草寺号ペーz霊 体
~l .'いゑに

る l族等
よシグ〉喜
つ s (.本 Z
心:，>71 J 

語 以 ゑ~は J 古務桝必入 銀齢 下しむと闘い3 長 ラザル 霊毅三喜志 議藤 きま、突 iご附下べ
Z 山 d初号努 ζ コ三りふ決ユ: 護霊緩遂緩後紋ぶγj 轟グ藤義き いすおきつる予きな
番 長議議議長 rハ人二 機鋒緩弘二 緩綴議縫総 ，..1際議 "/.F.，幽かをいど

; 鶴持議議鍾畿露 藤義雪 主主ii?7
主 役機縁欝療機機欄繁 ι子一 警察機附桑鋭、も:糠 怒117 0 お ちま
Z ぺ議機次々滋議議綴緩数緩幣線一 Iま畿機緩愛媛絞殺ド r七 位にまm，ょ っ

i すブ怒警警護 櫨欝忍;==:L Z雪長?; 2 1 わゾ 砂 川 灘麟翻麟脳機〉だ欄 ，)応対ん成 や

φ"'"均励会肺均台鈎肘悌州同匁砂金正涛悼惜合併問検制神神叫命鈎扮φ崩剤治多輸相肺糊州民同柏崎発時柿掛合職伽舟令検γ6ヲミ抑協刊柿均紳)~，坤神妙榊時叫

兵約数ら t苫究 いにぎなゑ互主 iニ授が強 会ど話誌 も
を頃えれ駄に守支fよまが Tおと殺のて'諮問最終も 1事務総つ
線透よため方n年がつな主義すま重量完;まは義語ニ絞めたれ 1 いく
ち ん う i謹…えはとてi!るまるうと晶、的との話ちた小てし
寄 fごとが環て 、も 、みつだ…しょ1e;，争 、時翼線のこ者詳し、サ
り子、い止、今る会をてけってう後心、殺はも成時校る i
日H室長舎をしポまよ}遺言語 、 での奇怪にのだ子、翌霊祭ザ円 。7
;a 1) 災現てラでうめ l i主な~とな問つのぞP fとじ 1P ll. 
L 叫が代、ンのだ品、命活く隣しつ主要た断どし伴ク γ iま
て滋子つ寸テ鐙とにう町 、 だ ててもがま患もてつノレ A
いびど子;忠イ需主望書寺普こきみけ 、 寺 普 首 、 な の き て も で 7 
る送もにれア紛うしと まんで君主た遂罪まど量生た、子給 与

望 的鳴る子ぱ 約 も ヱ 子 灯 tニ遂総をうし も規ピ
(な毘つ丹、こ動らヨたど It子よび選議患とみ E当社線、寺

子 ft人的〈品、私つでいすも Icどねにしい、を分て{も 7 的
市淡たたしにたこあたるた終もんな、 III会予のいきン子
縁者ちめサ i謹ちつるい楽ちらのがれおし畏ど手るれガ ど
1 めに!とめと o 0 し にず唆在るそ子をはもで e たにも
・寺会集とタる心、愛 とき白、めいたヨ主ゑ宮、た Z患 遺産かた
6 :lLま三重 Jレはが紛 絡を分宇都E 匂め らチちる ぴじち
}殺呼うはず、し めわでし怒 I~ 切、どに韮主 的がは

子で、、 t:!王見て らか i査でを 、小竹も教び やっ
きあ後?設と f交い 札つりも語 辞表竹馬めえめ に いうF
んる事誌に議きつけ たて、、る 望書丹、頃よ長持 うてレ

"けm州駒 m ml1電電l1"fIt!ll'''11¥¥I'''.... 併 問IIIUl>>nl!!llhlmnllllll"'"を胤織州"""11錨“m時111>11川IIH抑11m谷川削II¥lIIIUWUWh矧 "

O 歌てか水:It (/1行呼~時 f.¥ んが部 すを てな以 緩か の村 i止す持母楽 た〈さ

れ口心持tf 務控う i … iあ| 三選考γ幹訪ね待問喜一321事れは
す長うド22自粉恥鋪鵠弘醐 iびi品 i盟結てZi支5dドド註竺翌日率
引くご開討 町議客議議騒ぎ; 1，'" I て22議長禁 zq;重きではれ雪警はす

?;山町議選設協綾マI I足13雪izi雪 i?51525日出師
も のれ裂 i，: ;~~磯鮎容に~ ~譲 i らえ緩め ま総 れり兇 !E 1. el!l: #1，で i二時 D めい品

時 !る ioっドてい あ民とにが求〈んを財官 。
藍懸垂 I~ I とた しい、議こりを。主主幾めきち幾政; 品隠しかっよ
藍さ主 iプ! つ の を で た 議 窮 う ま 潟 そ 綴 村 た び ゆ 災 表 現 す i豪華iらかみ わ
熔珂r:; l (13) J ??は復jい差是 e1::しす期し合室こしうに襲撃る努がずるのき
F←¥."  .ソ 然当自主く災のまえた α告きて格主義とくきのとな緩行やむ
M 〆では 幸き然せたが主主餓社 に凶護倣 o 議ゆ古苦をか詰寄わ くち・を
E宝 Aぷ:にふ でとぎめ長義務に長善 悪基作がし語審立う是主りでがれ ひご
f 羽 67;トコりしそ，¥ しもるに民まつ f脅 つ、主主、ぬる日詠

(3) 

公聴館

鷹
結

家
躍
で
で
き
る

間
姿
努
は
蕊
し
く

幾
康
と
災
容
の
た
め
に
‘

慾
滋
?
手
緩
い
い
で
き
る
体

議
を
ご
印
刷
介
し
ま
し
ょ
、
ヲ
。

支
は
、
金
一
身
を
動
か
し

て
、
持
を
山
山
し
、
帥
削
除
す
る

治
情
勢
が
悪
い
と
山
内
陣
刊
に
も
災

く
あ
り
ま
せ
ん
。

市
清
純
却
を
良
く
す
る
に
は
、
ぉ

滋
と
お
災
に
カ
を
入
れ
て
、
屑

内
力
を
仙
拭
い
て
湘
慨
に
し
ま
す
。

震
心
は
、
口
止
め
指
め
つ
け
蝦
慨

に
か
け
る
の
が
こ
つ
で
す

a

で、もさをれいでお
お母事ん

ももて》

自 16

高橋英代子先生

臼
歩
き
方

挙
事
、
次
に
カ
力
ト
を
つ
け
な

い
で
リ
ズ
ミ
カ
ル
に
肺
門
間
出
も
援

気
よ
く
、
ヒ
ザ
を
つ
け
て
多
き

ま
す
。附

慨
わ
る
怯
吋
は
匂
ヒ
ザ
を
つ
け

て
察
わ
る
ξ
美
し
い
ポ
ー
ズ
に

な
り
ま
す
。

繍人体謙譲盛

歩
く
時
吋
は
、
室
、
む
は
、
カ
ム
々

ト
い
い
こ
な
い
よ
う
に
、
一
昨
燃
料
怖

に
歩
き
ま
す
ロ

品
眠
初
は
、
カ
カ

i
を
つ
け
て

驚

康
体
操

間
昼
の
体
操

ち
ょ
っ
と
ひ
ま
を
み
て
‘
結
似

明様hd0・

L LJ3、

つ
く
し

サ
ー
ク
ル

夏
体
み
も

あ
と
歩
し

。
相
判
的
す
ず
し
い
う
ち
に
や
っ

て
し
ま
い
ま
し
ょ
?
。

V
ん
地
叩
摘

。
外
出
す
る
と
き
は
欲
的
人
に
、

ど
こ
へ
、
だ
れ
と
、
耐
刊
の
た
め

に
(
付
く
か
‘
い
つ
ご
ろ
婚
る
か

き
お
ん
と
話
し
ま
し
ょ
う
。

。
む
だ
ヴ
か
い
は
、
し
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
偽

の
す
す
ん
で
帝
都
伺
て
つ
だ
い
を

!ν

念ゆ'しょ、っ。

。
純
益
出
m
・
総
に
入
っ
た
号
、

泳
い
だ
号
し
な
い
よ
う
に
し
ま

2
5
W
争
z

，‘叶
F

且
設
い
夏
休
A
も
長
期
と

2
溜地問。

楽
し
い
慾
い
出
が
綿
鳴
る
よ
う

に
、
次
の
こ
と
を
も
う
一
皮
綴

総
し
て
A
ま
し
ょ
う
。

軍
慰
・
翻
関

心

U
とお
7
0
と
9
計
闘
を
た
て

て
縁
日
少
し
ず
つ
、
わ
す
れ
者

い
よ
う
に
惨
穫
し
ま
し
ょ
う
。

四

γ
交
通
安
全

。
遊
坊
を
わ
た
る
時
は
、
時
間
脳
出

参
滋
か
歩
道
媛
を
わ
た
号
ま
し

ょ、フ。
。
交
滋
の
は
ほ
り
し
い
と
こ
ろ
で

は
、
拘
同
後
燃
に
の
ら
な
い
よ
、
フ

に
を
し
辛
子
し
ょ
、
ヴ
a

。
交
遂
の
き
ま
ワ
を
吻
す
り
ま
し

忌晶、、，。
V
H甘
ん
と
う

の
戦
ば
ん
、
品
閥
み
が
き
を
し
ま

22V
ょ、ヲ。

ひ
の
み
す
ぎ
、
食
べ
す
害
を
し

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
‘
7
。

線
引
は
飢
餓
‘
議
申
耐
の
繍
制
批
郊

と
な
ら
ん
で
江
戸
中
期
以
降
向

日
本
時
人
悶
的
停
滞
丹
波
閣
官
宝

塚
田
闘
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

民
俗
学
的
務
関
慶
男
は
少
年

時
代
に
布
川
に
あ
っ
た
間
引
の

品
輸
絡
を
国
見
て
脚
部
々
し
い
心
に
な

っ
た
と
連
繍
揮
し
て
い
ま
す
が
、

湾
代
m
w
h
私
た
ち
と
し
て
も
綿
密

と
間
同
じ
よ
う
な
時
四
組
問
を
持
た
宰

る
を
錯
押
な
い
的
で
は
な
い
で
し

ょ
、
っ
か
。

次
回
は
中
間
内
的
史
料
を
闘
用
い

て
対
縫
哨
問
主
や
明
級
品
臨
時
間
的
糊
問

削
引
防
止
対
策
金
総
介
し
な
が
ら
、

可
燃
刑
判
在
幾
民
い
を
縫
え
て
み

る
こ
と
に
し
ま
す
。

戸
市
史
憎
備
容
ん
察
一
)
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(4) 

j整中轟を

予離しましょう

惑
の
殺
も
発
注
す
る
季
前
開
明
、
す
。

変
期
は
背
開
滋
多
滋
の
た
め
立
中

識
の
問
時
間
出
と
な
る
倒
制
鮒
悶
的
繁
殖

に
官
離
し
て
い
る
か
ら
で
す
。

帥
噛
菌
性
食
品
市
絡
の
削
w
j
m山
%

の
添
削
闘
を
占
め
る
「
酬
勝
炎
ピ
プ

隣
組
の
申
告

農
業
後
照
会
ぞ
は
、
醐
鵬
榊
革
開
脱

会
長
を
通
じ
て
吋
所
有
農
地
お

よ

議

室

に

関

す

る

ま

量

的
提
出
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た。
こ
の
申
告
は
縄
問
地
僚
に
議
づ

い
て
毎
年

g
n
I日
現
夜
町
小

作
滅
的
所
有
状
況
者
翻
防
戦
し
た

欝
類
を
作
成
し
、
君
"
n
I
H
nか

ら
1
カ
月
間
‘
袋
線
会
的
事
務

引
部
嶋
、
縦
覧
で
き
る
よ
う
に
す
る

も
の
で
す
盆

ま
た
、
障
措
家
内
み
な
さ
ん
が
、

機
利
を
行
使
す
る
た
め
の
紅
関

幾
等
が
必
擦
な
時
町
、
そ
丹
噛
世
づ

け
と
な
る
大
事
な
も
の
で
す
か

ら
、
米
市
申
告
の
方
は
芸
品
臨
機
出

し
て
下
さ
い
。

県
民
政
論
大
学
を

受
繰
さ
れ
た
い
方
へ

田署曽

&醐

‘
千
織
嫡
操
選
挙
管
瑚
明
後
関
典
会
は

有
権
者
と
し
て
の
教
義
を
高
め
、

政
治
滋
識
が
向
上
す
る
こ
と
に

よ
9
開
明
る
い
選
挙
が
捻
滋
事
れ

る
こ
と
を
践
的
問
に
、
政
治
大
学

を
欄
間
紋
し
ま
す
。

駒
込
骨
慨
は
、
市
仰
視
所
・
各
支

所
キ
や
央
公
民
絡
に
あ
り
ま
す
。

軍
閥
間
関

9
汚
鴎
日
・
日
開

B
・

r;. 議事

リ
ォ
い
は
、
森
田
町
悦
川
町
縦
割
問
と

も
い
わ
れ
、
牢
ん
と
し
て
お
胤
や
民

総
等
に
付
議
す
る
も
の
で
す
。

こ
丹
、
開
聞
炎
ピ
ア
リ
ォ

R

に

よ
る
食
中
劇
婚
を
未
然
に
防
£
す

る
た
め
次
の
事
攻
を
ゆ
り
ま
し

ょ、ヲ。

①
真
水
で
よ
〈
排
出
う
こ
と

5

内W
ふ
き
ん
'
ま
な
舵
慨
は
よ
く
洗

う
こ
と
。

後
鮮
魚
は
で
診
る
だ
け
加
熱
、

ま
た
は
枇
貯
の
も
の
ぶ
し
て
食
べ

る
こ
と

め
海
開
存
は
v
d
C
N以
下
に
す
る
こ

Lι

。
③
調
理
し
た
も
内
は
‘
で
き
る

だ
け
浮
く
食
べ
る
こ
と
。

四
四
日
・
お
お
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泊
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V
場
所
附
田
鉄
千
議
制
帆
叫
附
「
期
串

本
大
千
端
情
ピ
ル
し

s階
ホ

i

レ受
識
は
組
問
創
刊
を
す

あ
き
地
の

雑
京
叫
剤
取
り

防
犯
と
淡
期
間
な
環
境
保
会
的

た
め
、
あ
き
柏
崎
に
生
え
た
後
慈

の
持
紋
リ
は
、
帯
条
例
で
柏
崎
主

が
簿
取
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら

れ
て
い
ま
す
a

ま
だ
刈
取
り
の

済
ん
で
い
な
い
地
主
的
中
力
は
、

早
急
に
制
刈
取
る
よ
う
お
額
い
い

た
し
ま
す
。

ど
う
し
て
も
都
合
で
持
取

q

め
で
き
な
い
地
殺
の
中
々
は
、
・
一
期

に
最
前
部
叫
す
る
方
後
も
あ
り
ま
ず

か
ら
嗣
抑
制
刊
附
附
く
だ
さ
い
。

総
し
く
は
油
市
防
本
総
械
情
防
係

に
お
開
会
わ
せ
く
だ
き
い
。
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夏
休
み

子
供
臨
機
大
会

我
孫
子
市
務
少
年
相
談
員
選

終
情
問
機
会
的
主
催
で
子
仲
間
娩
酒

大
会
を
一
行
令
い
ま
す
e

v
a
n
n円
H
B
(門口〉

久
守
家
榔
何
年
結
時

9
・
m柑

柴
崎
青
年
総

M
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・
m
仰

と
き
わ
青
年
館
日
開
・

ω

w
v
S
河
川
叩
箆
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湖
北
品
闘
機
人
出
品
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セ
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タ
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e
m却

下
新
木
管
年
時
賄
刊
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・
M

問

中
白
戸
邸
阿
部
サ
帥
縄
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団
・
∞

V
8
m
n川
河
箆
〈
火
~

中
市
穴
公
凶
民
抽
出
刊
w
-
m
w

子
の
始
押
瑞
崎
務
総
日
目
・
品
開

。
上
映
す
る
終
燃
は

東
海
淡
級
幹
線
・
な
か
よ
し

特
急
・
出
問
裂
欽
滋
へ
の
招
待
・

叫
ん
か
ら
効
へ
z

イ
カ
ロ
ス
の

夢
司
ニ
め
や
か
ら

2
-
3
本

上
映
し
ま
す

総
定
践
の狭

離

を

胤
都
中
官
接
に
よ
る
ス
ピ
ー
ド
違

反
、
鶴
岡
脱
ワ
無
帽
同
‘
急
松
岡
闘
な
ど

め
暴
走
、
波
法
行
為
が
自
だ
ち
、

交
通
機
数
発
生
向
繁
閑
闘
を
場
加

さ
せ
て
い
ま
す
。

そ
向
上
、
得
議
・
慾
か
っ
行

為
を
行
な
う
を
ど
非
行
議
機
化

が
目
だ
っ
て
い
ま
争
。

紙
晴
海
淡
の
根
地
問
、
抑
貯
体
の
た

め
に
は
議
後
後
が

g
的
地
に
総

合
す
る
以
前
に
綴
俗
、
出
期
遵
守
す

る
た
め
の
様
相
報
収
築
設
。
泌
報

体
制
的
磯
気
が
必
婆
で
す
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ザ
ひ
期
間
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力
下
さ
い
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会
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鶴
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民
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会
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酎
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V
場
所
帯
市
災
プ
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wv
機

関
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人

2
制
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悶
悶
ま
で
)

。
中
核
般
的
知
識

出
世
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回
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開

女
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五
ハ
〉
楠

平
泳
醐
均
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一
〈
U
C
m

女

e

…c
c
m

内
日
泳
努
ム
止
の

m

な
・
五
O
m

o一
般
的
総

肉
同
市
開
甲
?
…

0
0
出

女
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C
C
m

wγ
品
邦
男
・
…
ハ
U
O
田

女
・
一

0
0
間

背
泳
期
ヴ
一

o
c
m

女
e
-
点
。
閉

パ
タ
附
吋
・
一

o
o
m

フ
ラ
イ
ん
休
眠
ヤ
品
。

m

wv
参

加

資

無

料

可
申
弘
み

8
月引
U
E
ま
で
に

教
育
委
員
会
社
会
教
育
諜
へ

掠
各
機
付
悼
と
も
参
加
裁
が

3
名

以
下
町
場
合
は
、
そ
め
時
開
悶
M
は

行
な
い
ま
せ
ん

a

制
川
~
式
的
僚
は
・
中
誌
で
す
。

慾
抑
制
由
同
然
公
国

市
中
学
伎
の

ー
税
に
開
慨
す
る
作
文
L

官

揮

組

珊

附
組
は
白
山
間
ぞ
内
容
が
制
時
に
附
附

す
る
も
の
で
あ
れ
ば
、
を
ん
で

も
持
賄
側
明
、

f
a

市
町
結
局
紙
〈

4
0
0字
詰
)

3
枚
以
内
で
沼
祁
mw
怒
9
n月初

8
ま
で
じ
抗
駅
…
…
抑
制
刑
務
者
管
内
約

制
慌
枇
川
畑
歯
師
組
合
連
合
会
ま
た
は
我

孫
子
恥
期
総
税
貯
葱
掛
割
合
泌
合
会

に
州
提
出

L
て
下
さ
い
。

応
募
資
持
怖
は
中
学
校
夜
学
生

に
繰
り
ま
す
号

務
機
婦
と

技
能
隊
を
募
集

東
一
島
中
総
柏
崎
町
体
同
組
合
開
発
務

枕
抑
制
脱
会
で
は
惹
議
総
〈
地
平
餐
も

↓
吋
)
と
校
梢
脱
税
貝
、
そ
れ
ぞ
れ
1

名
ず
つ
募
議
し
て
い
ま
す

b

部
付
し
く
は
組
合
繁
務
除
刈
(
電

話
G
4
7
1
(
S
7
)
1
1
1

1
市
内
線
2
S
5
)
へ
、
お
加
問
い

あ
わ
せ
下
き
い
。

保
育
園
の

磯

鎚

募

集

E
V

験
緩
保
母
話
相
e
f
b吻

再
引
説
峨
同
踊

2
ぷ

受
賞
拍
制
緩
鈴
昭
和
日
比
如
小
川
山
口
付

2
日
以
降
に
生
ま
れ
た
方
で

議
ω
質
的
情
者

冒
す
凪
且
付
開
明
如
和
初
年
昌
同
月
時
日

か
ら
m
m
和利回開制ザ
S
M円
相
叫
日
ぷ

午
ま
で
人
事
譲
で
受
付
け
ま

す。
V
盟問問
m
間
冊
目
隠
制
刊
間
判
年
同
四
月

1
日

申
込
用
紙
は
人
選
・
認
で
交
付

2
2
切
手
ゆ
会
ヲ
。

商
人
ガ
イ
ド

ヘ
ル
パ
1
勢
線

同
時
小
、
は
社
会
福
祉
法
人
税
力

態
害
者
受
め
友
協
会
に
委
託
し
、

議
絞
め
筏
覚
障
叫
官
邸
鳴
が
外
出
す

る
降
、

M
作
品
添
い
す
る
人
が
い

な
い
た
め
支
終
的
あ
る
場
合
は
、

ん
殺
人
ガ
イ
ド
ヘ
ル
パ
!
を
派
遣

す
る
こ
と
に
な
り

ι

ま
し
た
。

中
市
内
在
住
で
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時
党
障
害
者
向

綴
札
慌
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滋
鱗
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熱
意
の
あ
る
方
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募
集
い
た
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ま
す
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詳
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〈
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一
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務
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所
…
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後
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発
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見
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込
ん
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6

ぬ
名
ま

で
で
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帯
会
繁

5
0
8
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献
取
にご

協
力
を

混
在
、
品
開
ゐ
品
開
府
血
液
が
不
足

し
て
い
ま
す
a

凪
液
は
命
的
練
。

一
人
で
も
多
く
の
方
が
協
カ

し
て

F
き
る
よ
う
お
戦
い
し
ま

す包-
M
l
l矧
i

|時
;
利
川
町

…

問

符

診

附

間

話

一

節

分
Z

山
一
玄
~

一
年
務
総
昨
吋
校
骨
磁
分

一
日
脅
持
管
付
加
詰
学
拍
蕊
ぬ

…
幻
畿
日
係
~
附
同
小
隊
司
昨
崎
町

一
月
役
一
北
分
片
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H

は
役
目

一

8
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時
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冊
目
紺

8
築
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権
一
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隊
出
縄
液
同
盟
…
附
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絞
畿
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終
日
開
才
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M
ぷ
、
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目
出
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地
例

的
人

体
裁
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月
子
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今
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子
紛

々
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絃
え
る
人

働
縦
波
比
重
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1
a
O
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上
的
人

内w
絞
盗
で
き
を
い
人

M

蹴
脳
嘱
し
て
い
る
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滋
去
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カ
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内
い
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綬
し
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た
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閥
鵠
慌
時
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以
内
的
人

師
陣
認
が
村
邦
畿
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と
珍

叫
閉
し
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3
議
児
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し
つ
け
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め
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議
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燃
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附
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。

ザ
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加
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。
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の
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熱
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